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ホワイトカラーからブルーカラー職への転職で約4人に1人が年収増

加、AI台頭も背景か
 

ブルーカラー職への転職実態調査 

 
レバレジーズ株式会社が運営するエッセンシャルワーカー向けキャリア支援サービス「レバ

ジョブ」（https://lp.levjob.jp/lp/01/1/a/00/00/00/00）は、現在ブルーカラー職*1に就く労働者
のうち、前職がホワイトカラー職種に従事していた方520名を対象に転職実態調査を実施し
ました。 
 
*1　現職（ブルーカラー職種）の内訳としては「工場作業員」「倉庫作業員」「バス・タクシー・トラック運転手」「配達ドライ

バー」「介護スタッフ」などが上位を占めています。 

 

〈調査サマリー〉 
1.​ ホワイトカラーからブルーカラー職へ、前職は「一般事務」や「営業職」が上位に 
2.​ ホワイトカラー職の将来性に「不安」約6割、「AI台頭」が転職動機に影響 
3.​ 約半数がブルーカラー職で働くことに満足、ワークライフバランスの充実を実感 
4.​ ブルーカラー職への転職で約4人に1人が年収増加、20～30代では約4割 

 

https://lp.levjob.jp/lp/01/1/a/00/00/00/00


1.ホワイトカラーからブルーカラー職への転職者、前職は「一般事務」や
「営業職」が上位に 
 
　前職でホワイトカラーとして働き、現在はブルーカラー職に就いている人に、転職前の職種
を尋ねたところ、「一般事務（28.7％）」「営業（22.3％）」が上位に挙がりました。 
 
最終学歴は「文系大卒（30.0％）」が最多で、「高校卒（27.5％）」「理系大卒（15.0％）」が続
き、幅広いバックグラウンドの人がブルーカラー職へ転向していることが分かります。 
 
また、ホワイトカラーからブルーカラー職へ転職した理由としては、「前職でやりがいを感じら
れなかった（23.7％）」「ワークライフバランスを改善したかった（23.3％）」が上位に挙がりまし
た。働く意義の見直しや、働き方を整えたいという思いが、転職の主なきっかけになっている
ようです。 
 

 

 
 
 



 
 

2.ホワイトカラー職の将来性に「不安」約6割、「AI台頭」が転職動機に影
響 
 
　ホワイトカラー職の将来性に「非常に不安があった（20.6％）」「どちらかというと不安があっ
た（42.9％）」と回答した方は合わせて6割を超えました。 
 
不安に感じていた要因としては「将来的に市場での需要が減り、転職先が見つからなくなる
こと（39.4％）」が最も多く、「自分の持っているスキル・知識がAIに代替されること（25.8％）」
も上位に挙がっています。近年のAIの進化によって業務やスキルが代替されることに不安を
覚え、実際に職種の変更に至っている方もいることが分かります。 

 



 
 

 
3.約半数がブルーカラー職で働くことに満足、ワークライフバランスの充
実を実感 
 
　ブルーカラー職種で働くことに満足しているかについては約半数が「満足している（18.3
％）」「どちらかというと満足している（36.2％）」と回答しました。「後悔している」と回答した方
は1割に留まり、満足度は高い傾向にあります。 
 
満足している理由としては、「ワークライフバランスを取りやすいから（38.5％）」が最も多く、
「精神的なストレスが少ないから（38.2％）」「仕事の成果が目に見えやすいから（29.7％）」が
続きました。労働時間や精神的負荷の軽減、成果の見えやすさなど、転職後の働き方にメ
リットを感じている人が多いことがうかがえます。 
 



 

 
 
4.ブルーカラー職への転職で約4人に1人が年収増加、20～30代では約
4割 
 
　ホワイトカラー職からブルーカラー職への転職したことで、年収がどう変化したかを聞いた
ところ、約4人に1人が「増加した（25.6％）」と回答しました。年代別では、20〜30代の約4
割、40〜50代でも2割以上が年収アップを実現しています。 
 



増加額を見ると、「50万円～100万円未満（22.6％）」が最も多く、「100万円以上」と回答した
方も合わせて約3割にのぼりました。異なる業界への転職であっても、特に若い世代を中心
に大きな年収アップに繋がっているケースが多いことが見受けられます。 

 

 



 

 

〈事業責任者森山のコメント〉 

　今回の調査では、前職でホワイトカラー職に従事し、現在ブルーカラー職として働く方の約
6割が、ホワイトカラー職の「市場での需要低下」や「AIによる代替」などを理由に不安を感じ
ていたことが分かりました。AIの急速な普及がキャリア観に変化を生み、「安定性」や「やりが
い」を重視してブルーカラー職へ転向する動きにつながっていると考えられます。 
 
転職後の満足度についても半数以上が「満足している」と回答しており、ワークライフバラン
スの良さやストレスの少なさなど、働きやすさを実感している様子がうかがえます。さらに、特
に若年層を中心に年収アップを実現している人も多く、異業種への転職であってもポジティブ
なキャリア形成が可能であることが示されました。 
 
アメリカでは、AIに代替されにくいとされる現場職や技術職で高収入を得る「ブルーカラービ
リオネア」という現象が注目されています。今回の結果は、この兆しが日本でも広がる可能性
を示唆していると言えるでしょう。人材確保に課題を抱える企業にとっては、異職種からの転
職者を積極的に受け入れ、成長できる環境を整備することがより一層重要になっていくので
はないでしょうか。 
 
 
＜調査概要＞ 
調査年月：2025年12月5日～2025年12月8日 
調査方法：インターネット調査 
調査主体：レバレジーズ株式会社 
実査委託先：GMOリサーチ&AI株式会社 
有効回答数：520人 
調査対象：現在ブルーカラー職に就く労働者のうち、前職がホワイトカラー職種に従事してい
た方 
 



 
レバジョブ(https://lp.levjob.jp/lp/01/1/a/00/00/00/00） 

 

レバジョブは、人々の生活やインフラなどの維持に必要不可欠（Essential）な仕事に従事する“エッセンシャ
ルワーカー”と呼ばれる方々向けの転職サービスです。エッセンシャルワーク領域では、国内の生産年齢人
口の減少や高齢化により、人手不足が深刻化しています。特に近年人手不足や長時間労働が深刻化して
いる物流業界への支援を皮切りに、転職・採用支援を通して、誰もが安心して暮らせる社会の実現を目指
します。 
 

Leverages Group（ https://leverages.jp/ ）​
本社所在地 ：東京都渋谷区渋谷二丁目24-12　渋谷スクランブルスクエア24F/25F 
代表取締役： 岩槻　知秀 
資本金　　： 5,000万円 
設立　　　： 2005年4月 
事業内容　： 自社メディア事業、人材関連事業、システムエンジニアリング事業、システムコンサルティング事
業、M&Aアドバイザリー事業、DX事業、メディカル関連事業、教育関連事業 
 
社会の課題を解決し関係者全員の幸福を追求し続けることをミッションに、インターネットメディア・人材・システムエ

ンジニアリング・M&Aの領域で国や業界をまたいだ問題解決を行なっています。2005年に創業以来、黒字経営を継
続し、2024年度は年商1428億を突破しました。各分野のスペシャリストが集うオールインハウスの組織構成と、業
界を絞らないポートフォリオ経営で、時代を代表するグローバル企業を目指します。 
 

 
 
 

本リリースに関する報道関係のお問い合わせ 
レバレジーズ株式会社　広報部 

TEL：03-5774-2900  MAIL： pr@leverages.jp 
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